
















































表 1．主要国での 15 ～ 39 歳における死因（厚生労働省（2019）「自殺対策白書」を元に作成）
日本（2015） 　 フランス（2014） ドイツ（2015） 　 カナダ（2013）
死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率
第１位 自殺 4,132 16.3 事故 1,985 12.9 事故 1,724 9.0 事故 1,868 19.6
第２位 事故 1,633 6.4 自殺 1,224 7.9 自殺 142 7.5 自殺 1,012 10.6
第３位 悪性新生物 1,300 5.1 　 R00-R99 ※ 966 6.3 　 悪性新生物 1,033 5.4 　 悪性新生物 513 5.4
　 アメリカ（2015） 　 イギリス（2015） 　 イタリア（2015） 　 韓国（2015）
　 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率
第１位 事故 34,005 38.7 事故 2,596 15.3 事故 1,342 10.5 自殺 2,237 16.3
第２位 自殺 12,438 14.1 自殺 1,255 7.4 悪性新生物 794 6.2 事故 1,152 8.4
第３位 殺人 9,593 10.9 　 悪性新生物 1,060 6.3 　 自殺 530 4.1 　 悪性新生物 835 6.1
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